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ま
ず
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

原
油
価
格
、
物
価
高
騰
へ
の

対
応
と
し
て
、
産
業
支
援

は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者

に
対
す
る
緊
急
支
援
金 

億
20

７
１
０
０
万
円
を
始
め
と
し

て
運
輸
事
業
者
（
ト
ラ
ッ

ク
）
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
へ
の
支
援
、
農
林
水
産

分
野
で
、
生
産
者
に
燃
油
、

飼
料
・
資
材
な
ど
価
格
高
騰

分
支
援
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。 

　
生
活
支
援
は
、
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支
援

特
別
給
付
金
の
支
給
の
ほ

か
、
生
活
困
窮
者
世
帯
や
県

内
外
の
学
生
へ
の
県
産
米
の

提
供
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動

へ
の
支
援
、
学
校
給
食
へ
の

県
産
水
産
物
の
無
償
提
供
、

県
立
学
校
（
特
別
支
援
学

校
、
定
時
制
、
県
立
中
学
）

の
食
材
購
入
支
援
、
市
町
村

が
取
り
組
む
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
な
ど
発
行
事
業
へ
の
支

援
、
県
産
木
材
を
使
用
す
る

一
般
住
宅
及
び
民
間
施
設
建

築
に
対
す
る
支
援
拡
充
な
ど

で
す
。 

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の

対
応
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
患

者
受
け
入
れ
医
療
機
関
の
院

内
感
染
防
止
資
機
材
整
備
に

対
す
る
助
成
、
ク
ラ
ス
タ
ー

発
生
の
福
祉
施
設
へ
提
供
す

る
ガ
ウ
ン
な
ど
物
品
の
追
加

備
蓄
、
県
内
４
地
域
で
バ
ス

を
活
用
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
巡

回
接
種
、
民
間
病
院
に
お
け

る
医
師
・
看

護
師
・
臨
床

検
査
技
師
へ
の

特
殊
勤
務
手

当
支
給
に
対

す
る
助
成
、

高
校
部
活
動

の
県
外
遠
征

参
加
者
、
国

体
参
加
者
等

に
係
る
抗
原

検
査
キ
ッ
ト

の
追
加
購
入

な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
５
月 

日
、
「
新
型
コ
ロ

19

ナ
か
ら
県
民
の
い
の
ち
と
暮

ら
し
を
守
る
や
ま
が
た
共
同

ア
ク
シ
ョ
ン
」
６
人
が
、
当

面
の
コ
ロ
ナ
対
策
、
原
材
料

高
騰
な
ど
に
つ
い
て
県
に
要

請
を
行
い
、
関
徹
県
議
と
と

も
に
私
、
渡
辺
ゆ
り
子
も
同

席
し
ま
し
た
。
県
は
、
堀
井

洋
幸
健
康
福
祉
部
長
、
我
妻

悟
産
業
労
働
部
長
ら
が
回
答

し
懇
談
し
ま
し
た
。
要
請
項

目
は
▽
検
査
体
制
拡
充
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
推
進
▽
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
、
原
材
料
高
騰

下
で
の
事
業
者
支
援
▽
小
学

校
等
が
休
業
と
な
っ
た
場
合

の
休
業
対
応
で
す
。 

　
県
は
５
月
末
ま
で
と
し
て

い
た
無
料
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
６

月
末
ま
で
延
長
す
る
と
回

答
。
副
知
事
を
ト
ッ
プ
と
し

た
「
原
油
・
物
価
高
騰
対
策

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
を
設
置

し
て
調
査
や
聞
き
取
り
を
行

い
、
必
要
な
対
策
を
検
討
し

て
い
る
と
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
全
国
知
事
会
を
通
し
小
学

校
休
業
等
対
応
助
成
金
の
改

善
を
政
府
に
働
き
か
け
て
い

る
。
事
業
者
に
も
活
用
を
促

し
て
い
る
と
述
べ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
対
策
︑
暮
ら
し
守
る�

県
へ
の
要
請
に
同
席

生
活
支
援
に
つ
い
て
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６
月
２
日
、
県
議
会
６
月
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
吉
村
美
栄

子
知
事
が
議
案
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
一
般
会
計

補
正
予
算
案
は
、
国
の
経
済
対
策
に
よ
る
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
な
ど
を
活
用
し
て 

億
６
０
０
０
万
円
の
増
額
補
正
と
な
っ

53

て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

コロナ対応・物価⾼騰対策の
補正予算�53.6億円の増額補正に

関徹県議(左)、勝見忍県労連議長（中右）



　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
乗

じ
て
、
軍
事
費
増
額
の
動
き
が
あ
り

ま
す
が
、
「
な
ん
だ
か
物
騒
で
こ
わ

い
」
「
社
会
保
障
や
福
祉
の
お
金
が

削
ら
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
「
今
で

も
き
び
し
い
の
に
暮
ら
し
て
い
け
な

く
な
る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
女
性
高
齢
者
の
不
安

は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
平
和

と
暮
ら
し
は
一
体
で
す
。
「
戦
争
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
政
治

の
責
任
で
し
ょ
」
と
ス
ト
レ
ー
ト
に

言
葉
を
ぶ
つ
け
た
人
も
い
ま
す
。
参

院
選
は
、
平
和
が
か
か
っ
た
選
挙
、

暮
ら
し
が
か
か
っ
た
選
挙
で
す
。
こ

の
ま
っ
と
う
な
声
を
お
お
い
に
広

げ
、
ま
っ
と
う
な
勢
力
を
大
き
く
し

て
い
き
た
い
。 

ー
軍
備
拡
大
お
金
は
ど
こ
か
ら
？

子

�視
点
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５
月 

日
、
石
川
渉
（
日

24

本
共
産
党
参
院
山
形
選
挙
区

候
補
）
が
農
政
課
題
の
要
望

を
聞
き
に
Ｊ
Ａ
を
訪
問
。
私

も
、
太
田
俊
男
副
委
員
長
、

今
野
誠
一
市
議
と
と
も
に
同

席
し
ま
し
た
。
後
藤
雅
喜
常

務
理
事
ら
と
懇
談
し
ま
し
た

が
「
コ
ロ
ナ
禍
や
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
戦
争
の

情
勢
下
で
、
食
料
安
全
保
障

や
国
産
国
消
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
た
」
と
強
調
さ
れ
、

「
国
に
よ
る
再
生
産
可
能
な

支
援
を
求
め
た
い
」
と
語
り

ま
し
た
。
石
川
候
補
は
賛
同

し
、
農
業
予
算
な
ど
を
削
減

し
軍
事
費
の
相
当
な
増
額
を

約
束
し
た
日
米
首

脳
会
談
合
意
を
批

判
、
価
格
保
障
、

所
得
補
償
政
策
が

大
事
、
水
田
活
用

直
接
支
払
い
交
付

金
削
減
の
撤
回
と

農
業
経
営
の
支
援

強
化
が
必
要
だ
と

述
べ
ま
し
た
。 

　
５
月 

日
、
新
日
本
婦
人

26

の
会
山
形
県
本
部
が
「
諸
物

価
高
騰
の
深
刻
な
影
響
を
受

け
る
学
校
給
食
へ
の
公
的
援

助
を
急
ぎ
子
ど
も
達
の
成
長

を
保
障
し
て
下
さ
い
」
と
県

に
要
請
し
、
日
本
共
産
党
県

議
団
も
同
席
し
ま
し
た
。
食

材
費
、
光
熱
水
費
の
値
上
が

り
で
学
校
給
食
費
や
保
育
副

食
費
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ

る
た
め
保
護
者
負
担
が
増
え

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ま

た
、
給
食
に
国
産
・
地
場
産

の
食
材
を
使
用
す
る
よ
う
に

求
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

学
校
給
食
に
公
的
補
助
を 

新
婦
人
が
要
請 

⽯川候補とＪＡ⼭形中央会訪問

※
６
月
議
会
は 
日
ま
で
の
予
定
で
、
日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
関
徹
県
議
が
予
算
特

21

別
委
員
会
の
質
問
に
立
つ
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
委
員
会
で
県
民
の
み
な
さ
ん
の

声
を
代
弁
し
て
力
を
尽
く
し
ま
す
。
次
号
で
報
告
を
し
て
い
き
ま
す
。 


